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概要 

 材料の配向は極点図測定で比較できるが、方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の定量、順位はＯＤＦ解析後に 

 VolumeFraction 計算を行うと計算できます。 

 しかし、VolumeFraction 計算できる ODF解析ソフトウエアは少ないので、 

 ＯＤＦ図から求める方位密度では、各方位に係数を付けて評価します。 

例えば、ｃｕｂｅ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ方位が同程度含まれている場合、４：２：１の割合に解析される事が

知られています（以下の文献）。よって、ＯＤＦ図は係数１：２：４で評価します。 

本資料では、VolumeFraction 機能付属が属しないＯＤＦ－Ｂの結果の係数付きＯＤＦ図評価と計算された 

ＯＤＦ図を LaboTex で VolumeFraction 計算を行い比較してみます。 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



アルミニウムＯ材をＯＤＦ－Ｂで解析 

 

ＯＤＦ図の方位密度と１：２：４に規格化された方位密度 

 

 青のプロファイルが１：２：４の係数計算（１：２：４―＞ ０．５：１：２で表現） 

 方位密度順位 

 ｛００１｝＜１００＞、｛０１３｝＜１００＞，｛０１２｝＜１００＞、｛１３２｝＜６－４３＞が 

 ｛００１｝＜１００＞、｛１３２｝＜６－４３＞、｛３６２｝＜８－５３＞、｛０１３｝＜｛１００＞  

 に代わります。 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ機能が付属しないＯＤＦ解析結果のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 LaboTexODFFile ソフトウエアは、LaboTex の ODF解析結果の平滑化が目的で作成され、 

 ＯＤＦ図データを外部に Export(LaboTexODFFile)し、GPODFDisplay で平滑化を行い、LaboTex に 

 Import(LaboTexODFFile)する目的でしたが、この機能で 

 EBSDで解析された ODF図も LaboTex の Jobファイルに変換できます。 

 EBSDと同じように他のＯＤＦ解析結果も GPODFDisplay 経由で LaboTex の Jobに変換できます。 

 今回ＯＤＦ－ＢのＯＤＦ図から VolumeFraction 計算を行い、方位密度の係数評価による 

 方位順位と比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 ＩｍｐｏｒｔされたＯＤＦ図   上記 VolumeFraction から計算した ODF図 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＲｐ％プロファイル 

 ＩｍｐｏｒｔされたＯＤＦ図と VolumeFraction のＯＤＦ図から極点図を計算し比較 

 上段：ＩｍｐｏｒｔされたＯＤＦ図から計算した極点図 

 下段：VolumeFraction から計算したＯＤＦ図 

  

 

 

 ｛２２０｝極点図のＥｒｒｏｒが大きい、理由は VolumeFraction の方位指定に｛２２０｝関係の 

 候補が足りないためであるが、入力極点図の中心付近は密度が低い部分であり 

今回の方位決定では必要ありません。 

 

 



定量値から方位順位を決定 

 

 Ｓ＝Ｓ１＋Ｓ２＋Ｓ３＋Ｓ４＝１３．９１ 

よって、定量値（ＶＦ％）順位は 

 ｃｕｂｅ             ：２９．７４ 

 Ｓ            ：１３．９１ 

 ｛３６２｝＜８－５３＞  ：１３．３３ 

 ｛０１３｝＜１００＞  ：８．９７ 

 ｛１１４｝＜－１－７２＞：８．０６ 

 であり、ＯＤＦ図から係数付き評価とほぼ一致する。 

 しかし、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎはＯＤＦ図の３方向（ ）に 

 広がりを持つため、ＯＤＦ図の強度とは異なるため、一致しない時もあります。 



アルミニウムＨ材を同様に計算する 

 

青：１：２：４の規格化方位密度プロファイル 

 

順位は、｛１３２｝＜６－４３＞、｛１０１｝＜－１－２１＞、｛１１３｝＜－３－３２＞、｛１１４｝＜－１７２＞が 

 ｛１３２｝＜６－４３＞、｛１１４｝＜－１－７２＞、｛２１３｝＜－１－４２＞、｛１０１｝＜－１－２１＞ 

 に順位が変わります。 

 



ＯＤＦ－ＢのＯＤＦ図をＬａｂｏＴｅｘでＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 計算できる方位数は１０方位の為、Ｓ－３の代わりに（２１３）＜－１－４２＞を追加 

 

ODF-Bの ODF図を LaboTex に import           上記 VolumeFraction から計算したＯＤＦ図 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎからＲｐ％プロファイル計算 

 

 

 

Ｒｐ％プロファイルは±１．５％を超える部分があるが主要部は計算されている。 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

Ｓ＝Ｓ１＋Ｓ２＋Ｓ４＝２５．９２ 

方位順位 

 Ｓ   ：２５．９２％ 

 ｛１１４｝＜－１－７２＞ ：１７．７３％ 

 ｂｒａｓｓ  ：１１．６２％ 

 ｛１１３｝＜－３－３２＞ ：９．５５％ 

 ｛２１３｝＜－１－４２＞ ：９．５４％ 

結晶方位密度１：２：４規格化順位では 

｛１３２｝＜６－４３＞、｛１１４｝＜－１－７２＞、｛２１３｝＜－１－４２＞、｛１０１｝＜－１－２１＞ 

順位３、４、５は数％の違いのため、ＯＤＦ図の方位密度では判断が難しいが、順位１，２は一致している。 

 

 

 

 

 

 



まとめ 

 ＯＤＦ解析結果から主方位、副方位など表現する事がありますが、本来 VolumeFraction を計算すべきで 

 あるが、係数付き評価を行えば、ある程度判断できます。 

 しかし、Ｆｉｂｅｒなどが含まれた場合、Ｅｕｌｅｒ空間での広がりが楕円状になるため、 

 VolumeFraction とは一致しない事があります。 

 方位順位決定には注意が必要です。 


